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脂肪族第 l 級アミン， N, N-dimethylnicotiriamide または N，N -dipropylnicotinamide, N -methylｭ

































1, 3-Dimethyluracil-6-carboxamide, uracil , monosodiumorotate および methylorotic acids 
について各種アミン水溶液に対する溶解性を検討した結果， 1-methyl およびかmethyl orotic 
acid はいずれのアミン溶液に対しでも 1:1 のモノレ比でよく溶けることが判った。一方 1， 3-
dimethyluracil-5-carboxamide はいずれのアミン溶液にも溶解しないロまた， uracil および
r.nono-sodium orotate は 2， 2', 2" -ni tril otriethanol のような塩基性の弱いアミンには溶けない
が，比較的塩基性の強いアミン類例えば ethylamine， diethylamine などの溶液には溶解する D








l-Methyl または 3-methylorotic acid とアミンの当量を水溶液中で反応させると，反応体が
結晶として単離できるo 得られる反応体はいずれも無色の針状または柱状晶で，元素分析値は両
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者が 1:1 の比率で結合したときの理論値に一致する D 反応体はいずれも水溶性である。 uracil
または rnonosodiurn orotate はアミンと反応体を作らないD
(3) ニコチン酸アミド溶液に対するオロチン酸ナトリワム塩およびワラ ν ーノレの溶解性
1ﾆonosodiurn orotate および uracil は nicotinarnide 溶液には溶けない。またオロチン酸は
nicotinarnide hydrochlor ide の溶液には溶解しない口


























U racil-5-carboxyl ic acid とそのナトリウム塩， rnethylorotic acids のナトリワム塩，カリク
ム塩および orotic acid ethyl ester の水に対する溶解度を測定し， uracil，オロチン酸およびそ
のアルカリ金属塩， rnethylorotic acids などの溶解度と比較した。その結果，オロチン酸および
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即ち，本論文中，第 1 章から第 3 章にわたる成績はオロチン酸の溶解補助剤として特に formamide，










会合体形成の可能性も考慮する必要があるo このため著者は，本論文の第 4 章以下でオロチγ酸とア
ミン反応体の物理化学的性質を丹念に追及し，本反応体が塩形成に基づくこと，およびその溶解性の
特異なことについての根拠を明らかにした。
即ち，著者はオロチン酸近縁化合物のアミン溶液に対する溶解性を究明し，さらにオロチン酸とア
ミンの系については電導度滴定，熱的研究，紫外部および赤外部吸収スペクトノレの測定，氷点降下度
の測定を行なって，オロチン酸がアミ γ溶液に溶けるのは塩形成に基づくものであって，可溶性高次
化合物または会合体の形成に基づくものでないことを断定した。また一方これ等のアミン塩がアノレカ
リ金属塩と溶解の態度に於いて大きな差異のある点については，オロチン酸近縁化合物およびこれら
の塩の水に対する溶解度，溶解熱を測定し，化合物の種類と水溶性の関係，塩の溶解度と融点或いは
溶解熱の関係を明らかにした。そしてこれらの結果に基づき，電解質の溶解理論および水和説から考
察して，オロチン酸アミ γ塩の水溶性の大きい理由はその結晶状態における分子間結合力が，アノレカ
り金属塩に比較して弱いと推定する根拠を明らかにした。
以上を要するに本論文はオロチン酸に対する溶解補助剤の発見と，その水溶化機構を解明したもの
であるが，これらの溶解補助剤を実用化してオロチン酸を注射剤などとする場合，その安定性ないし
は吸収機構を考察する上から，重要な根拠を与えるものであり，またこの種の難溶性医薬品の溶解補
助剤探究上にも資するところ大なるものがあり，価値ある論文と認められる。
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